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1本 稿 の 狙 い と分 析 の フ レ ー ム ・ワ ー ク

本稿 の根幹 となる 『その1』1が 発 表 され て1年 あ ま り経 過 した現 在
、 その 間 に大

会 日程やチ ケ ッ ト販売 など、本大会 に向けて多 くの進展があ った
。特 に、『その1』

で は、 ワー ル ド ・カ ップだ けで はな く、国際的スポーツ大会や イベ ン トな どにおい

て・ほ とん ど前例 のなか った二国共催 とい う今回の決定 が
、FIFAお よび韓 日両 国

の組 織 委 員 会 に よる政治的な妥協の産物 であること
、その結果 、本来サー ビスの享

受者 であるべ き一般 客観客 にその しわ寄せが及ぶ こと、 また、マ ーケ ッ ト.タ_ゲ

ッ トと して一 般 観 客 を設 定 し・ マーケテ ィング主体 がいかに して韓 日共催 に伴 う諸

問題 を解 決 し・一般 観客 によ りよレ・サ ー ビス2を 提 供 で きるか に焦 点 を合 わせ て考

察す る とともに・そのネ ックが きわめて大 きい ことを強調 しておいた
。

無論 、2000年 ユ ー ロ選 手 権(ベ ル ギエ ・オ ラ ン ダ開催)の よ うに
、サ ッカー 界 に

お い て も・二国共催がすで に試み られてはいる ものの、 ヨーロ ッパの ケース と韓 日

のケースでは・その条件は大 き く異 なっている
。 とい うのは、 ヨーロ ッパのケ_ス

で は ・陸 で繋 が っ てお り・経 済 的発展状態 もきわめて似通 ってい るだけで はな く
、

両国間の移動 について もビザや通関手続 な しに車で も鉄道 で も簡単 に往来で き
、 し

か も・す でに長期 にわたって1経 済 ブ ロ ックが 形 成 されて お り
、2000年 か らは 、

単 一通 貨 制 度 も採 用 され ている。

これに対 して・韓国 と日本の場合 、地理 的には海で隔て られてお り、 しか も経済

発展水準 は もちろん、社 会 インフラの整備水準で も相 当の格差 が見 られ る
。 このこ

とは両国間の移動の問題 だけではな く、観戦 に付随す る諸サー ビス体制 に も、 大 き
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な格 差 を もた らす こ と とな り、マ ーケテ ィング主体 にとって・大 きな障害 とな りか

ねない。

また、韓 国 と日本 の場合、 日本が韓国 に向 けて植民地政策 を強行 した とい う歴 史

的な事情 もあ り、本大会の共催 自体が単 に大会組織委 員会 レベルでの問題 に止 まら

ず、両 国の政府や、国民的な感情、情緒 に根付 く厳 しい特性 を考慮せ ざるを得 ない

とい う点が強調 されねばな らない。 したがって、その対応のいか んによっては国民

的 な反動 も大 き く、 ヨーロ ッパの二 国共催 のケースとは本質的に異なる特性 を具え

ている と言わ ざるを得 ない。 この ことが韓 日の二国共催 に よるマーケテ ィング主体

の多層化 、錯綜化 に加 え、両国間に固有の コ ミュニケー シ ョン ・ギャ ップ、さらに、

それをめ ぐる混乱 や遅延問題 まで も引 き起 こす可能性 を内包 しているのである。

現在 、 日韓両 国の大会開催 に向けて必要 とされ る諸 インフラの整備 は順調 に進ん

でお り、本大会 における競技 自体の開催 とい う、本来的 なサ ー ビスに付随する基本

的な諸問題 は急 ピッチで解消 されつつあ り、本大会 まで なお1年 あ ま りの 時 間が 残

され て い る こ とを考慮 すれば、本来的サ ービスの面 では問題 な くクリアーで きると

考 えられる。

問題 は 『その1』 で も言及 した よう に、副次 的 なサー ビスに関 してであ り、一般

観客が本来的なサー ビスを享受す るの に必 要 とされ る副次的 なサ ービス を、いかに

的確 に提供で きるかである。言い換 えれば、韓 日両国間に存在す る固有の諸問題 を

克服 し、一般観客への しわ寄せ をいかに最小限 に抑 えるかが問題 となる。 したが っ

て、本稿 で も 『その1』 と同様 に 、 一一般 観 客 が最 高 の競技 を楽 しむとい う本来的サ

ービス、お よび、快適 に不便 な く競技 を観 戦で きるための副次 的なサ ービスに焦点

を合わせて考察す る。

特 に、本稿で は、二 国共催 に起因す る本大会マーケテ ィング主体 の役割 と対応の

問題 を主に考察す るこ とになる。 とい うの は、『その1』 で も述べ た よ う に・二 国

共催 に よるマーケテ ィング主体の多層化、錯綜化 は、組織 における指揮伝達体系の

二元化 の問題だけでな く、両 国の国民 的情緒や感 情な どに よる歪みが入 りやす いた

め、マーケテ ィング主体 における各組織 レベ ルでの混乱 と動揺が憂慮 され るか らで

ある。無論、 この ような最悪の事態 は、FIFAの 強権 的 な 介 入や 仲裁 、 そ して両 国

組織委員会の政治的 な妥協 に より避 け られ ると思 うが、一般観客 に最善のサー ビス

を提供す る とい う観点すれば、なおかつ重大 な問題が残 る。 また、マーケテ ィング

主体 の混乱 とコ ミュニケーシ ョンの問題 が、問題解決への迅速 な対応能力 を低 下 さ

せ るこ と、 また、このためによ り肝心 な顧客対応 に支障 をきたす ことになるか らで
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あ る。

した が っ て・韓 国 と 日本 とい う特殊 な事情のあ る両国において
、二 国共催 が もた

らすマ ーケテ ィング主体 における繊 レベ ルの諸問題
、お よび、今後の対応 のあ り

方 に焦点 を当てて考察す るこ とは極めて重要 となる。両国 を個別の次元で見 るなら

ば・両 国の経 済発展水準お よび本大会の準備状 況
、そ してオ リンピ ックなどの国際

的な大会緻 等 ・多少の較差 はあ って も、大 きな轄 ない し問題 にはならなレ・と考

え られる。

これ らの諸点 を考慮 すれば・現段 階で必要 なことは、韓 日両国間での様 々な特殊

事情 を踏 まえて講 で隔 て られてレ・る とい う物理的 な問題
、 ビザ協定 な ど政治的 な

問題 な どを一つ一つ 解決 し・醐 を1つ の シス テム と して統 合 し調 整 しなければな

らない とい うことである。言 い換 えれば、マーケテ ィング主体 におけ る組織 レベル

での調整 ・統合 の問題 が本大 会 を成功 裏 に実行 し得 るキー となる とい うこ とであ

る。後述す るが、現在問題 となっている 日本国内販売用チ ケ ッ トの国名表記順やチ

ケ ッ ト販売 の延期 な どは、『その1』 です で に強調 してお い た よ うに、FIFA、 韓 日

組織 委 員 会 を含 む マ ー ケ テ ィング主体の多層化、錯綜 化に起因す る問題であ り、今

後 の これ らの問題 は さらに増幅 され る可能性が高 い。

国名表 記順の問題 は二国共催 の難 しさを浮 き彫 りにする典型的な例 であ る
。 この

問題 を概説す る と・JAWOCが 大 会 チ ケ ッ トの 日本 国 内用 パ ン フレッ トに正式 名称

『KOREA/JAPAN・{表 示 で は 「韓 国 ・躰 」 とな る はず 』 とは逆 に 「日本 .

韓 国」 と印刷 しよ う と した ため ・KOWOCが 反 発 して い る とい うの が そ の内容 であ

る・ これだけであれば・JAWOCの や り方 に問 題 あ りとの判 断 が 下 されそ うである

が、問題 は さらに複雑かつ錯綜 している。

JAWOCは 大 会 名称 を決め た際(1996年11月) 、FIFAお よ びKAWOCか ら 「自国

で の表 記 は 自由 で よい」 との了解 を取 り付 けていた と主張 している点である
。 これ

が真実な らJAWOCに 問題 は な い と言 うこ とに な ろ う
。 しか し、 この了解 について

の瀞 録 は残 されてい ない とい う・ こ うなる と、事態 は まさに 「藪の 判 であ り、

「水掛 け論」 に陥 ってい くこ とは 目に見 えている。漢字 による国名表記順の問題 は

「灘 は楓 台湾・香 港で も使 ってい る」 ことか ら、 アジアの灘 文化圏へ の認

知 につ なが る とい うKAWOCの 危 ・1具を も引 き出 し、 さ らに は 、教 科書問題 、従軍

慰安婦 問題 な ど日韓 間の歴 史問題 に も飛 び火 し、「日本 人が また過去の事実 をす り

変 えようと してい る」 とい う議論 さえ引 き出 している。韓 国人の意識の中に潜在的

な反 日感 情 が あ る こ とは む しろ当然 の こ とであ り
、 この よ うな問題 を果 た して
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FIFAが どの程 度 認識 してい るか とい う ことである。

この ような重大 な問題 についての了解事項 につ き、議事 録 さえ とっていない とい

うのは問題 である。あ ま りに も実情 を知 らない杜撰 な対応 と批判 されて も致 し方 な

い だろ う。国名表記順 とい った この ような問題 は今後 も多発す る可能性 があ るが・

最終的 にはFIFAの 強権 発 動 とい っ た決 着 で 終止 符 が打 たれることになろ う。 しか

しその場 しの ぎの上意下達 の決着が将来 にいかに禍根 を残す ことになるかは過去の

歴 史が証明す るところであ り、 ここでは、韓 日両組織委員会が緊密 な協調体制 を確

保 する ことによ り、FIFAの 強 権発 動 の場 を圧 縮 し、 自 らの 主体性 を発揮で きる場

を拡大す るかに懸かってい ると言 うことがで きよう・

上述 したように、現在FIFAを は じめ と して 、本 大 会 のマ ー ケ テ ィング主体 の対

応 を見れば、FIFA自 体 の杜 撰 な対 応 が 目立 つ だ けで な く、FIFAの 強 権 的 な介 入

や 調 整 が 、両 国組 織 委 員会間の歪 みや不信感 を深化 させ る兆候 まで も見せてい る。

また、両国の組織委員会 レベルにお ける対応 をみれば・両国が別 々の対応策 を講 じ

てお り、全体 と して、あるいはシステム としての有機 的な調 整 と統合 とい うには程

遠い感があ る。

再度強調 してお くが 、本大会開催 にお ける特殊 な事情 を考慮す れば、FIFAを は

じめ と し、 両 国の 組織 委 員 会 、 開催都市 を含むマ ーケテ ィング主体全体が・システ

ム的 な統合体制 を構築す ることが求め られる。マーケテ ィング主体 間の円滑 な コ ミ

ュニケーシ ョンの確保 、意思決定 の迅速 さ、円満 な情報伝達 お よびその体系化 こそ

が、社会的 インフラ とサー ビス体制 の問題、特 に、一般客への的確 なサー ビスの提

供、迅速 な対応への重要な1つ の軸 をな して い るの で あ る。

つ ま り、多層化 している本大会 のマーケテ ィング主体間 に、 コ ミュニケーシ ョン

の歪みが生 じない ように、情報の流 れが制限 されない ように、情報が より的確 に流

れるように、情報伝達や コ ミュニケー シ ョンにおける障害 を取 り除 くための組織的

対応が求め られているのであ る。 ここに、本大会の成功の鍵があ り、 また、本稿 の

分析視点がある。

次 章では、本大会 をめ ぐるその間の経過 を概略 し、マーケテ ィング主体の役割 と

い う観点か ら、諸問題点 を追 ってみ る。第m章 で は マ ー ケ テ ィング主体 の役割 と今

後の対応 を考察 し、多層化 しているマーケテ ィング主体 問の ネ ッ トワー ク作 りの必

要 性を論 じることにす る。
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皿 そ れ 以 降 の 経 過 と諸 問 題

1チ ケ ッ ト政 策

1)チ ケ ッ ト販売

FIFAは2000年6月6日(火)に 、 ス イス ・チ ュー リ ッヒのFIFA本 部 で 、韓 日
両 国組織 委 員 会の 代 表 とチケ ッ ト政策 を検討 し、本大会のチケ ッ ト価格 とチケ ッ ト

政策 撮 終的 に醗 ・蜘 両国繊 委員会が 同時 に発 表 した
.ま ず 、FIFAと 両 国

繊 委 員 会 が最 終 決 定 した20・2ワ ー ル ド ・カ ップ ・チ ケ ッ ト政 策 に関す る主な内容

を見てみ よう。

本大会のチ ケ ッ ト予約 は・開儲 肺 別 チケ ッ ト(VST:VenueSpecificTi
cket)

とチ ー ム別 チ ケ ッ ト(TST:TeamSpecificTicket)に 区 分 され る
.特1こ 、本 大 会

の チ ケ ッ ト政 策 にお い て もっ とも特徴的 な内容 は
、主 に海外販売 に活用 され るチー

ム別チケ ッ ト(TST)と い う新 しい チ ケ ッ ト概 念 の導 入 であ る
。チーム別チケ ッ ト

とは・チケ ッ トの獺 者が ・それぞれ選択 したサ ッか ・チームの プ レイを追 って

い きなが ら競技 を観戦 で きることをレ・う
。 したが って、本大会 に進出す るチームが

どこのス タジアムで競技 を行 な うか1こ関係 な く
、 当該 チ ーム の観 客 が鰍 観覧 で き

るのである。

前 大会 までは、 ワール ド・カ ップ進出国が決 まっていない状態 で
、一般観客 はチ

ケ ッ トを購 入 しなければな らなか った・ また、 どのチ ームが どこの ス タジアムで競

技 を行 な うか も綻 の状態で・チケ ッ トを購 入 したため、海外の搬 観客 は、結果

的に 自分が観戦 した くない競技 のチ ケ ッ トを大量 騰 入す ることにな り
、それ を闇

市 に売る ことが多かった3。

一方 ・本 大 会 にお け るチ ーム別 チケ ッ ト政策 は、二国共催 とい う特殊 な事情 を考

慮す れば・海外観客 に とっては望 ま しレ映 定であるが 、別の意味 では、やむ を得 な

い決定で もあ るとも謙 よう・例 刻 ま、チーム別チケ ッ トの販売が なされなレ・場合、

海外顧 客 は自国チ ームが韓国で鮒 支を行 なうか、 日本で行 な うかが未定の状態 で、

どこの スタジアムのチ ケ ッ トを買 うべ きカ・汰 い に困惑す るはずである
.ま た 、本

大 会 の 第2ラ ウ ン ド以 降 は 海 を渡 っ て移 動 しなが ら蹴 しなけれ ばな らないが
、

自国チームが韓 国で第1ラ ウ ン ドを終 え、 第2ラ ウ ン ドは 日本 で試 合 が 予定 されて

い るな らば、チーム別チケ ッ トが ない場合
、韓 国でのチ ケ ッ トを売却 し、 日本 に移

動 し躰 で改めてチケ ッ ト鰭 入 しなけれ1まな らない こ とに な る
.し たが っ て、今

回 の チ ー ム別 チ ケ ッ トとい う概念 は、一般観客が現地 でのチ ケ ッ トの購 入で直面す
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る灘 と混 乱 を避 け るた めの 最 低 限 の措置であ り・FIFAが 本 大 会 にお レ'て本 来 的

なサ ー ビス を提 供 す るための最低 限の配慮である とも言 える。

次 に、チケ ッ トの配分方式 に関 して見てみ よう・国内のチケ ッ ト販売 は両国繊

委員会が独 占販売 し、海外販売 に関 してはFIFAの サ ー ビス代 行 社 で あ る英 国 のバ

イ 。 ン(Byr。m)社 が 専 売 す る こ と とな っ た・本 大 会の場合 ・全部で約320万 枚 程

度 の チ ケ ッ トが 発行 され るが 個 内販売率 と海夕徽 売率 は両 国共 に半分ずつであ る・

特 に、海外販売 に関 して は、全音βで15・万 枚 が 海 外 楊 で 販売 され る力書・その 中88

万枚 は海外 一般 観 客 と参 加 国サ ッカー協会 に配分 され、残 りの62万 枚 はFIFA商 業

券 者 と放 送 券者 に配 分 され る.FIFA商 業 券者 と放 送 券 者 に配 分 され るチケ ッ ト1よ・

ほ とん どが プ ・モ ー シ ョン行事 などを通 じて一般観客 に提供 されることになる・そ

して海外販売枠 とは別 に、20万 枚 がFIFA委 員や メデ ィア な どの参加 者 に配分 され

る とい う。

チケ ット販売 において、 もう1つ の特 徴 的 な点 は、 ワー ル ド ・カ ップ史上初めて

のこ とであるが、チケ ッ ト販売 において、海外公式旅行社 を指定 しないで販売す る

こ とである。 この こ とは、一般顧客がチ ケ ッ ト購 入において宿泊や観光 な どを含め

たパ ッケ_ジ 商 品 の購 入 を強 い られ る こ とがな くなるため・本稿 でマ ーケ ッ ト'タ

_ゲ ッ トと して想 定 して い る個 入観客の数 は一大幅 に増 えるこ とになろ っ。

ちなみに、JAWOCの 場 合 、 日本 国内 で の試 合 の場 合 ・ フー リガ ンを排除 し・チ

ケ ッ トが不正 に転売 、譲渡 されるの を防 ぐため、観客が入場す る際 に身分証 明書の

提 示 礒 務づけることを検討 している。身分証囎 の提示 は・暴動 を起 こす危　寅の

あるフ_リ ガ ンを会場 に入 れ ない た め の警備上の観点か ら・昨年の欧州選 手権で も

実施 された4。 しか し、 どの 程 度 実 効 性 が あ るか 、また、その実行 にお ける業務の

効率性 をいかに確保す るのかが、大 きな課題 の1つ とな るだ ろ う。

2)チ ケ ッ ト価格

本大 会 にお け る チ ケ ッ トの価格は、韓 日両国は もちろん・国内外 の同一価格 とい

う原則の もとで、ア メリか ドルベ ースで決定 された・チケ ッ 晒 格 は蹴 席 の配

置や競技 によ り異 なるものの、アメリカ ・ドルをベー スに して同一価格 で販売 され

る。 しか し、韓 日国内販売 の場合、 ウォンと円で表示 され販売 されるが、その詳細

は以下の表 の通 りで ある。

表1で も分 か る よ うに、 ア メ リカ ・ドルを基準 に した場合・韓国の場合・1ド ル

1,000ウ ォ ン、 日本 の場 合1ド ル113.3円 の レー トで ・ そ れ ぞ れ両 国 の国 内販売価 格
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表1本 大 会 の チ ケ ッ ト価 格

カテ ゴ リ1 カテ ゴ リ2 カテ ゴ リ3

韓国 日本 海外 韓国 日本 海外 韓国 日本 海外
開 幕 戦 500,000 500 250,000 250 X50000 150
ラウン ド1 150,000 17,000 150 100,000 12,000 100 so,000 7,000 so
ラウン ド2 225,000 26,000 225 175,000 zo,000 175 goooOO 12,000 aoo

準々決勝 300,000 34,0QO goo 200,000 23,000 200 125,000 14,000 125

準 決 勝 Sao,000 56,000 goo 300,000 34,000 300 175,000 20,000 175
3位 決定 225,000 225 175,000 175 100,000 goo

決 勝 84,000 X50 5s,000 50a 34,000 300

注:韓 国:ウ ォ ン、 日本:円 、 海 外=米 国 ドル

表298フ ラ ンス 大会 にお け るチケ ッ ト価格

単位lFF(フ ラン) カ デ ゴ`リ ー-1 カデ ゴ'リー2 カデゴリー3

サン ドニ
カデゴ リー・3

他会場
カデ ゴ腎リー4

サ ン ドニ

開 幕 戦 1250(176.59} 850(120.08) 500(70,fi7) 200(28.23}

ラウン ド1 350(49,47) 250(35.33} 185(2fi.15} X45(20.47) 145(20.47}
ラ ウン ド2 500(70.67) 300(42.40) 250(35.29) 200{28.23) 200(28.23)
準 々 決 勝 750(105.88} 490(69.17) 350(49.41} 250(35.29) 250(35.29)
準 決 勝 1850(261.36) 1150(162.47) 800(112.93) 300×42.40) 300(42.40)
3位 決定戦 500(70.67) 300(42.40} 200(28.23)

決 勝 2950(416.94) 1750(247.23) 950(134.11) 350(49.41)
注:⇔ は ア メリカ ・ドルで あ り為 替 レー トは2・・1年2月13睨 在 レー トであ る

。

が公示 されている・ まず ・本大会にお1ナるチ ケ ッ トの価 格 に関 す る分 析の視点 を見

てみ よう・第1は ・本 大 会 にお け る韓 日間の チ ケ ッ ト価格 をめ ぐる貨幣的な比較
で

ある・第2は ・物 価 蝉 を考慮 した靭 の チ ケ ッ ト価格の水準であ る
.第3は 、前

大 会 で あ る フ ラ ンス大 会の チケ ッ ト価格 との比較である
.チ ケ ッ ト価 格1こ関 す る こ

れ らの比 較 分 析 樋 じて・本来的サー ビス。こ見 られるFIFAの マ ー ケ テ ィン グ畷

とそ の問 題 を指 摘 してお きたい。

まず・第1は 蜘 両 国 のチ ケ ッ ト価 格 をめ ぐる貨幣的 な比較 である
.前 述 し樋

り・ 本 大 会 で は・ ア メ リか ドルでチ ケ ッ ト価格 を設定 し潤 内騎 に関 しては両
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国が それ ぞ れ あ らか じめ決 め られ た為替 レー トで換算す る形 をとっている・ したカ{

って 、両 国 国 内販 売 用 チ ケ ッ トに関 しては、両 国共 に泊 国の韻 が欄 的に安 け

れば安いほ ど割引効果 は高 くなるわけである・例 えば・現在ア メリカ'ド ル に対 す

る鯛(ウ ォ ン)と 日本(円)の 鰭 レー トカ§1ド ル:1・251ウ ォ ン と1ド ル:

117.3円(2月13醐 在 時 点)で あ る.こ の 鰭 レー トを そ の ま ま::す れ ば ・ ラ

ウ ン ド1の カテ ゴ リ3の 価 格 が 、75,060ウ ォ ン と7,038円 とな り・現 在 の レ}ト よ り

安 く設定 され て い る。

特 にQの 場 合 、 今 後 の緻 斉的曜 力aあま り明 る くな い状 況 もあ り為 替 レー ト

が より引 き下 げ られる可能性 もある。 しか し、2月15日 か ら始 ま る第1次 販売 分 だ

け に限 って 、1-"1の 場 合1ド ル:1,・0・ ウ ォ ン とい う鰭 レー トを適 応 す るこ とと

なってお り5、相 チ ケ ッ ト備 入 で きな 噸 客 力i後に チ ケ ッ トをY,す る船 ・

非 常 に高 い価 格 で購 入 しな けれ1まな らな くな って い る・ しか も・相 の第1次 販売

分 は全体 国 内 販売 分 の3・%に す ぎな)・た め・現 在 鰭 レー トの推 移 な らば・チケ ッ

ト価格が非常 に高 くな り、相対 白勺に所得 水準の低 い韓 臥 にとっては本 大会のチケ

ッ トが極めて高額の もの となる。

次 に、鰭 レー トによるチケ ッ ト価格 の貨幣的な換算が どの程度割引 され)'る か

で は な く、何 を基 準 と して 、あ るいは両国の内、 どの国の基準 で価格 を設定 したの

か、その齢 性 に関 して見てみ よう.こ の こ とがチ ケ ッ 緬 格 に関 す る第2の 分 析

に相 当す る もの であ る。 後 に詳糸田に述べ るが 、本大 会のチケ ッ ト価格カミフランス大

会 に比較 してみれば湘 当高 く設定 されてい ることが分か る・特 に・鰭 レー トの

適用 において、鯛 の物価水轡 躰 との差違 を考慮 した とはいえ・約2倍 徽 物

価 の 高 い 躰 との格 差 を考慮 すれば、鯉 国内販売 に関 しては相当割高 蠣 入を強

い られてい ることになる.髄 、韓 国 国 内 にお い て 、 国内 販売用のチケ ッ トの価布各

が高過 ぎる とい う不満の声が多いの も、十分 に納得がい くものであ る。

第3に 、 フ ラ ンス大 会 とチ ケ ッ ト価格 の上ヒ較である(表2参 照)・FIFAは2002年

ワー ル ド ・カ ップ ・チ ケ ッ トに関 して、物価上昇率 と2002年 大 会時 に新 し く投 入 さ

れ る最先 端 チケ ッ ト ・コンピュー タ ・システムの開発 と・サー ビス提供 における費

用な どを考 え、98フ ラ ンス大 会 よ り少 し高 く調 定 した とレ・う・ しか し・表2を 見 て

も分 か る よ う に 、 ラ ウ ン ド1の 最 低'1各 が 約3倍 高 い6・ ドル(フ ラ ン ス20ド ル)・

そ して決.,,,..の最 低 価 格 が フ ラ ンス の50ド ル に対 して ・300ド ル とな って お り・6

倍 近 く高 い.実 に強 引 な まで の価 †各引 上 で あ り・10・歩 を譲 ってFIFA発 表 に よ る

価 格 引.げ 理 由 をそ の ま ま信 用 して も、価格引一腰 因に関 してそれ を引 き止め よう
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とす る 配 努 力 は全 く見 られ な いの である
.し た が っ て、 この 引上 分 すべ て を搬

観客 に転嫁 す る結果 とな り・FIFAの マ ー ケ テ ィ ン グ政 策 に お い て観 客不勧{赤

裸 々 に現 われ て い る ところで あ る。

結局・本大 会の場 合・チケ ッ ト価格 の害厘高 と両 国移動 に対す る経済的負圭旦を考え

る と、 一般観客 は、同一のサー ビスを享受す るの に
、倍以上の出費 を強 いられるこ

ととな り・対応次 第に よっては史上最悪 の大会 となる恐 れ も十分 ある
。

3)チ ケ ッ ト販売 の延期 に見 る大会準備の問題

FIFAは 、2000年10月2日 に予 定 され て い た チ ケ ッ ト販売 を
、チケ ッ トの イン タ

ー不 ッ ト発売が間 に合わない とい う表向 きの理由か ら
、チケ ッ ト販売の 申込受 け付

け を3日 前 にな っ て延期 す る強 行 手段 にでた。その以降、チケ ッ ト販売 は20。1年2

月15日 に醐 したが ・ 再 び イ ン ター 才・ッ ト販売 は
、FIFAの 代 行 社 で あ るISLの 技

術 的 な問 題 に よ り延期 され・本 大会1こお け るFIFAの 高圧 的 な駿 鱗 か な大 会準

備 の 問題 点 を齪 している・特 に、今 回の イ ンター ネ ッ ト販売 の延期 は、 システ
ム'サ ーバ ー 自体 が ダ ウ ンす る とい った垂支術 的問題であ り

、対応次 第に よっては+

分 回避 で きた はず で あ る6。 しか も前 述 した よ うに、FIFAは 最 先端 チ ケ ッ ト ・コ ン

ピュー タ'シ ス テム の 開発 とい う湘 で
、本 大会のチケ ッ ト価格 を大幅 に引 き上げ

てお り・実 に皮 肉な結果 となった と言わ ざるを得 ない
。

ちなみ に・2000年 朋 に予 定 され て レ・たチ ケ ッ ト販売が急遽延期 された ことに関

して は・ ワ{ル ド ・カ ップ にか か わ る各種 の収 入に対 して
、非課税措置 をめ ぐって

FIFAと 日本 側 が 対 立 した か らだ とい う分析 が多い
。結局、 日本政府 が非課税措置

をとる とい う講 の形 で決着 したが7 、非 課 税 問 題 だ け で は な く、他 に猷 臆 見

対立が生 じた り・観 調整が順調 にいかなか った りした経織 あ り
、今後 のFIFA

と両 国組 織 委 員 会 との関係 は 目が 離 せない状 況にあ る
。

2試 合 日程 決 定

本 大 会 の具 体 的 な大 会 日程お よび場所が確 定 され た。2002年5月31日 に韓 国 の ソ

ウ ルで始 ま り・ 同6月30日 に 日本 横 浜 で 決勝 戦 が行 わ れ る こ ととな
った。FIFAは

す で に 大会 の 日時 お よ び場 所 な どを確定 しているが
、現在、大 陸別予選が行 われて

いるため、本大会の抽選は、2001年12月!日 に韓 国 の釜 山で行 わ れ る予定 で あ る
。

一方
、本大会の 日程 に関 して若干の変更があ る。 『その1』 に お い て 第1ラ ウ ン

ド以 降 の 試 合 の場 合 ・3-4戦 お よび決撚 こ至 る まで
、残 る チ ームの半分が両国
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間 の移動 を想 定 した。 しか し、今 回の発表 によると・韓 日でそれぞれ残 った8チ ー

ムの 内 、4チ ー ムずつ が 両 国 を移動 し、そ こで第2ラ ウ ン ドを行 な うこ と にな った。

しか し第2ラ ウ ン ド以 降 、準 々決 勝 お よび準決勝 までは国間移動が な く、最終 的に

3-4戦 と決勝 戦 の た め に移 動 す るだ けで ある。要す るに・16チ ー ムが 争 う第2ラ

ウ ン ド、3-4戦 お よび決 勝 戦 だけ両 国 を移動 す るので、1チ ー ムが 両 国 を移動 す

る最 大確 率 は2回 に止 まる こ ととな っ た。

これ は度 重なる両国間の往来 によ り、選手 お よび大会委員 などの疲労防止 、回復

のため、 また、 自国チ ームの観戦のため、両国間 を往来す る…般観客 に とって歓迎

すべ き処置であ り、あ る意味では当然の帰結 とも言えよう。

しか し、『その1』 で も指摘 した よ うに、 両 国 間 の物理 的な移動 の問題 と旅客運

送能力 の限界、そ して・一般観客 に強い られ る経済 的負担 や航空 ・宿泊 予約 における

混雑 と混乱 を考慮すれば、 両国力椀 全 に別々に競技 を行 なって もいいのではないか

と考え られ る。つ ま り、3-4戦 と決 勝 戦 以外 は ・完 全 に両国 で 別々に競技 を行 な

い選 手噸 客 などを最1銑 的 に酉己慮 す る 横 で あ る・ しか しこの場 合・1つ の大

会 に もか か わ らず 、 国際 的 な注 目 と関心の分散 を招 く結果 となることは もちろん・

競技 自体 の興味お よび興奮 が大 きく減少する可能性 もあ る。結局 、FIFAは 本 大 会

に かか わ る 副次 的 なサ ー ビスよ り、本来的なサー ビス を最優先す るといった決着 を

見せ ている。

もう1つ は、両 国 間の物 理 的 な移動 の問題 や宿泊お よび交通 手段 の ア約 などに関

す る諸問題 は、大幅 に減退する ようになったこ とである。 しか し、…般観客の経済

的 な問題や手間 を完全 にな くす ことはで きなかった。本 大会 を通 じて・全試合 を韓

国で行 な うチーム と日本で行 な うチームの場合、1人 あ た り必 要経 費 に大 きな格 差

が 生 じることとなる。例 えば、交通費、宿泊施設、飲 食価格 など・観 戦に付随する

諸 サ_ビ ス にお け る韓 日の物価 水準 を考慮すれば、韓国ではチ ケ ッ トを除いて・,.

分 程 度 の支 出 で1競 技 の観 戦が 町能 とな る。

無 論 、 ワール ド・カップの ように、マーケテ ィング ・セ グメン トが多様 かつ複雑

であ るため、全ての観客 が単 なる価格志向的 な性 向 を もつ とは限 らない。 しか し・

『その1』 で も指 摘 した よ うに 、本 稿 で は1人 で チ ケ ッ トを購 入 し、移 動 し観戦す

る観客 をターゲ ッ トとして想定 した。 また前述 したように・本 大会ではチケ ッ トの

配分方式や購 入方式が前大会 と違 うため 、これ らの ターゲ ッ トに属す る入々が増 え

る と推測 される。 もし、この ターゲ ッ トに属す る観客が最低 の費用で観戦す ること

を望 むならば、 自国の競技が 日本 よ り韓国で行 われ ることを望 むの は当然である。
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冒頭 で2000年 ユ ー ・選手 権 もこ 国 共催 だ った こ とはすで に述べ た ところである
。しか

し・経済 ・_..,程度 や物 価水 準 な どが 類似 してお り澗 国間の アクセスが容易で

あ った2000年 ユ ー ・大 会 と大 き く違 う点 は 、 開催 地 、 さ らには、繍 委 員会 と

FIFAと の物 理 的距 離 の問 題 であ り・ また洪 催 両国の物価水鰍 差の大 きさであ

る・ ここで物価水準較差の大 きさについて 言えば
、サー ビスを享受す る鰹 か らす

れば・当然 洞 …サー ビスに同…価格 を求め るはずであ る
.し か し、た だ一般 鰹

が 応援 す るチ 弘 が競技 を行な う場所 によって
、価格 が2倍 程 曝 な る とす るな ら

ば 、 当然納 得 のいかないことである。

無論 ・搬 鰹 が競技 だけではな く、観光や文化 イベ ン トなど も含 め、パ ッケー
ジと して両国 を評価 し・ しか もサ ー ビスな どに関 して も価格 に相応 しい満鍍 を求

めるな らば、話 は別であ り、これ らの視点か らの分析 も必 要 となろう。 いずれ にせ
よ・物価水準の高 い 日本が・ これ らの言者点 を媚 し、いかに差別 的なサー ビス を提

表3本 大会の競技 日程(一 部抜粋)8

韓 国 日 本
日 ・月 チ ー ム 名 時間 場所 チ ー ム 名 時問 場所
6.12(水)

F4:F1 15:30 宮城
6.12(水)

F2:F3 15:30
鞘

大阪
6.12(水) B4:B1 20:30 大田
6.12(水) BZ:B3 20:30 西帰浦
6.13(木) L4:C1 ユ5:30 水原
6.13(木 〉 C2:C3 15:30 ソ ウ ル

}

6.13(木)
G4:G1 20:30 大分

6.13(木)
G2:G3 20:30

一

横浜
6.14(金)

H4:H1 15:30 大阪
6.14(金)

H2:H3 ユ5:30

一

静岡
6。14(金) D4:D1 20:30 仁川

一

6.14(金) D2:D3 20:30 大田
6.15(-f:) E組 ユ位:B組2位 15:30 西帰浦

騨

6.15(ヒ) A組1位:F組2位 20:30 新潟
6.16(日)

F組 ユ位:A組2位 15:30 大分
6.16(ID B組1位:E組2位 20:30 水原
6.17(月) G糸肌 位:D組2位 15:30 全州

t

6」7(月)
一 C組1位:H組2位 20:30 神戸
6.18(火) H組1位lC組2位 15:30 宮城
6.18(火) D組1位:G組2位 Zo:30 大田
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供 し、一般 観 客 を満 足 させ 得 るの かが今後 の大 きな課題 となろう。

FIFAは チ ケ ッ ト価 格 を両 国 同一 水準 に した と言 うこ とだけで・ここで指摘 した

諸問題 をクリアー した と本心 で考 えているのか渓 に疑問である・現段階で言 える

の は、 これ らの諸問題 は現地 開催 国 に転嫁 される可能性が極めて大であ るとい っこ

とであ る。つ まり、競技観戦のため に両国 を往 来す る一般観客が、韓 日間の物価水

準 に対す る格差 を大 き く感 じれば感 じるほ ど、本大会のサー ビス満足度 は減退 し、

しか もその責任 はFIFAで は な く、韓 日両 国 に向 け られ る可能性が極 めて高いので

ある0

本 大 会 の 日程 と関連 して 、もう1つ 指 摘 して お きたい の は ・第1ラ ウ ン ド終 了f麦・

第2ラ ウ ン ドまで の時 間で あ る.フ ラ ンス大 会 で もそ うだ った力書・第1ラ ウ ン ドが

終 わ り、残 り16チ ームが 第2ラ ウ ン ドを行 な う まで ・大 体3-5日 の待 ち時 間 力aあ

る(表3参 照)。 無 論 、 第1ラ ウ ン ドの 成績 が 良い た め 、最 終的な結 果に関係な く、

第2ラ ウ ン ド進 出 を決 め たチ ー ムの 観客 は、両国の移動1こ伴 う飛 行機 チ ケ ッ ト備

入 や宿 泊 先 などを確保す る時間的余裕が十分 ある。 しか し、今 までの ワール ド・カ

ップ大会 を見 ると、多 くの場合 、最後の競技 次第で、第2ラ ウ ン ドへ の進 出が 決 ま

る場 合 が 多い。 とい うことは、韓 日両国の国際的 な大移動 が予想 され る本大会 にお

いて も、多 くの観客が大体3日 の 時 間で 飛 行機 を予約 し、現 地での宿泊先 を予約す

るこ ととなる0

最 近 の 発 展 してい る情 報 ネ ッ トワークや旅客運送、宿泊 、イベ ン トな どをパ ッケ

ージ とした旅行サ ー ビスの ノウハ ウな どを考慮すれ ば、両 国間の諸 関係機関に よる

対応がで きないこ とはないだろ う。 しか し問題 は・一般観客に余計 な手 間を強いる

諸問題 をいかに最小限 に抑 えるかである。そ こで は・韓 日両国の責任が問われ るこ

とになる。

3航 空およびビザ問題における進展

『その1』 では、本大会のインフラ整備において大 きな課題の1つ が両国間の物

理的な移動手段の確保であ り、海で隔て られている韓 日両国の場合、航空運送能力

の確保が何 より重要であることを詳細に考察 した。特に慢性的飽和状態 にある東

京一ソウル路線を考慮すれば、両国組織委員会 レベルだけではなく、政府 レベルで

の協力が必要な事項であることも強調 しておいた。こういった経緯 もあ り・この問

題に関 しては、両国政府間の協議に大きな進展が見 られている。

日本の運輸省は、2000年12月15日 、ソウルで行われた韓 日航空協議の合意内容を
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発表 したが・それによると・日本の成田空港1こ暫定滑走路が開業する2002年5月 以

降に・東京一ソウル間の枠を往復9便 士曽や し、1日20便 とするほか、秋田、鳥取、
島楓 宮崎の4県 の空港へ週3便 の剰 入れを認めるというものである

.本 大会の
共催に向けて・韓 日の航空輸送力の不足を解消することなどがその狙いである

。 ま
た、韓国政府は東京一ソウルを結ぶ シャ トル便構想9も 提案するなど

、航空運輸 を
め ぐる両国政府間の協議が進行中である。

共催に伴 う制約要因の1つ である査証問題 に関 しても大きな進展があ
った。 日本

政府は本大会期間中・ 日本人と韓国人以外の一般観客が両国間を往来することにつ

いて・何度 も出入国できる査証(マ ルチビザ)を 発給する方針 を固めた
。このこと

は・大会期間中・一般観客が両国間を移動する際に
、 ビザが発給 されない事態や再

取得の混乱 をさけるのが狙 いである.韓 国 も同様 な措 置を取 ると見 られてお り
、

「韓 日出入国共同委員会」で・ ビザ申請者など1こ関する情報交換など
、両国の協力

体制について今後 も調整 を続けるという。

特に、日本の法務省がマルチビザを利用 した不法滞在に懸念を示 していたが
、大

会の成功 撮 優先することか ら・発給 に踏み切ることにした という1・.とにか く、
共催に伴 う大 きな制約要因に関する規制および制度上の問題は

、今後の両国政府 レ
ベルでの協力を通 じて確実 に改善 されてい くと思われる

。問題は現場における効率

的な実施 と運用にあ り、今後の対応が注目される。

4そ の他 の経 過

1)チ ケ ッ トにお ける国名表記順の錯綜

『その1』 で は ・本 大 会 の表 記 お よび韓 国 と躰 の国名順 にお いて
、FIFA公 式

の英 語 表 記 に したが い ・2002年 ワー ル ド ・カ ップ韓 国 ・日本 とす るこ とを明確 に し

てお いた・ ところが・JAWOCが"2002年 ワ ール ド ・カ ップ 日本 韓 国・ とい う表

現 で 、本大会 の 日本 国内チ ケ ッ トを販売 す る こ とに関 して
、KOWOCが 抗 議 し、

FIFAに 異議 を申 し立 てた 。 つ ま り、KOWOCは 本 大会 の公 式 規 定 に した が い 、 日

本 国内 において も・"韓 国 ・日本"と い う順 序 で表 記 す る よ うにFIFA傘 下 の ワ_

ル ド ・カ ップ組 織 委 員 会 に是正 を要求 したのであ る
。

この問題 に関 しては・FIFAは"韓 国 ・日本"と い う表 記 原 則 を変 え られ な いこ

とだけを原則 と して明確 に した。 しか し一方で、FIFAは2002ワ ー ル ド.カ ップの

公 式 トレイ ド ・マ ー クで 国家名が ない もの もある と し、JAWOCに 日本 国 内 にお い

て 国名 を表記 しな いことを妥協案 と して提 案 した11
。 この提 案 を受 け入 れ、JAWOC
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は"韓 国 ・日本"の 表現 を削 除 し、チ ケ ッ ト申込 用紙 を印刷 し、配分 した。例 えば、

・2002FIFAワ ー ル ド ・カ ップ・ ・2002ワ ー ル ド ・カ ップ"と い う表 現 を使 うこ とに

よ り、 この 問題 に関す る根本 的な解決 を回避 しようとしているのである。

結局、 この問題 は韓 日両国の組織委 員会 レベルでの調停 や協議 に委 ねることとな

ったが、両 国の組織委員会で は、組織 委員会の首 脳会議 による協議 を拒 んだまま、

決着の糸 口が見えてい ない状況である。 しか も、この問題が両国組織委員会 レベル

を超 えて、両国の国民感情 における歪みを生 じかねない様子 まで も見せ てい る。

_見 す る と、共 同 開催 とい う問 題 が もたら した必然 的な結果 であ り・一般観客 に

は大 した影響 を及ぼす ことが ない問題 とされるだろ う。 しか し・ ワール ド'カ ッフ

の よ うな国際 的 なス ポ ー ツ ・イベ ン トにおいて、統一表記 を使 うことに よるイメー

ジ向上や、大 会スポ ンサーな どのマーケテ ィング活動 におけ る混乱 と錯綜 の防 止と

い う側面か らみて、決 して望 ましい ことで はない。 この問題 は本大会 に内在す る組

織 レベルでの錯綜や混乱 を端的 に表 しているが、後 に詳論す る。

2)FIFAの 公式 スポ ンサ ーの決定

オ フ ィシ ャル ・サプ ライヤーは開催国内のスポ ンサ ーであ り、最 もランクの局い

全世界的な規模の大会公式 スポ ンサ ー(オ フ ィシ ャル ・パ ー トナ ー)に 次 ぐ協 賛企

業 で あ る.1業 種1社 でFIFAは 数 を6と 決 め て い る・ オ フ ィシ ャル'サ プ ラ イヤ

ー は、 大 会呼 称 、公 式 エ ンブ レムな どを使用 した広告 、宣伝が で き、ス タジアムに

広告看板 を掲示するスポンサ ー一権利 を持つ。

JAWOCは2000年11月21日 、 日本 国 内 にお け る大 会 ス ポ ンサーであ るオ フ ィシャ

ル ・サ プライヤー と して朝 日新 聞社 、日本生命保 険社 、野村言登券株式 会社 、東京海

上火災保険株式会社 な どの4社 を決 定 し、残 り2社 の選 定 につ い て も決定 次 第 発表

す るとい う12。

韓 国 で は 、韓 国住 宅 銀 行 、現 代 海上火災保険の2社 が2000年10月26日 、銀行 、保

険分 野 で 韓 国 内 の オ フ ィシャル ・サ プライヤー として正式契約 した。 これ らの オフ

ィシャル.サ プ ラ イヤ ー は、両 国組 織 委 員 会 に対 して大会運営 に必要 な費用 と各種

金融サー ビスを提供す る代 わ りに、大会関連の銀行 、保険業務 についてすべて を請

け負 うこ とが で きる。そ して、 オフ ィシャル ・サ プライヤーについては・ISLと 両

国 の組 織 委 員 会 が協議iの ヒ決 定 す る こ と とな って お り・協賛金 は両国組織委員会 に

帰属す る。

一一方 、公式 スポ ンサ ーの内、最高 に位置す るオフ ィシャル ・パー トナーの場 合、
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韓 国 で は ・ コ リア ・テ レコ ム(2000年10月25日)と す で に指 定 され た現 代 自動 車

(1999年5月2!日)が あ る。

これ らの公 式 スポ ンサ ーが 、本大会の諸費用 お よびFIFAの 収 入源 と して果 たす

役 割 は 言 う まで もない澗 題 は公式 スポ ンサーのマーケテ ィング活動 を独 占白勺に保

護iする ため に厳 格 に適 用 され た知 的財産権の保護が、開催都市な どにおける プロモ
ー シ ョン活動 を大 き く抑制す る ことである

。本大会の決勝 戦が行 われる横浜 では、

本大会 を地域活性化 と結 びつける大 きな契機 と して捉 えている
。 しか し、大会エ ン

ブ レムや呼称 などの使 用 をめ ぐ り、公式 スポ ンサー と地元商店街の間 にプロモ ーシ

ョン格 差が生 じ、本大会で地元活性化 とお祭 りムー ドを同時 に遂行 させ ようとす る

思惑 に限界が見 られている。

FIFAに 契 約 料 を払 い 、使 用 が 許 可 され ている大手企 業は、 ブラン ド浸透 の絶好

の機会で あるが 、使用契約で きない商店街か らは
、「大 会名す ら使 えず、応援 に限

界があ る」 と不満 の声が 上が っている とい う13。要 す る に、 大 会 の エ ンブ レム は も

ち ろん、W杯 の 文字 す ら使 え な い ため 、横 浜商店 街連合会では 「2002年 決勝 戦横

浜 開 催 イベ ン ト」 とい う表現 を使 っている とい う。 ここにも、応援 と商売の両 立の

難 しさが端的 に示 されている とも言 えよう。

また・『その1』 で も指摘 した宿 泊 業 務 に関 して も
、その後、一連の動 きがあ っ

た。韓 日組織 委員会 は、FrFAの 方 針 に基 づ き、FIFAが 指 定 す るバ イ ロ ン社(本

社 ・英 国)と 共 同 業務 を展 開 して行 く方 針 を決定、承 認 した。特 に本大会の場 合、

試合結果 によ り宿泊客の動 向が大 きく変化す るといった
、 ワール ド・カ ップ独特の

事情 に対応で きる予約管理 システム と灘 晒 国 の共同管理 システムが何 よ '1要

で あ る。 この 事情 を考慮 して 、 同一一一企業 による共同 システムの開発や管理 などのメ

リ ッ トを確保す るため、バ イロ ン社 を単独指定 し、韓 日同一の システムで運用す る

ことが望 ましい と考 えられるに一至った14。

本 大 会 にお け るホ テ ル業 務 の 一 元化に ともない、 日本の場合 、JAWOCと バ イ ロ

ン社 が 共 同 で ・ 各開儲 肺 を回 り、韓 日続 一の宿泊 システムお よび客室契約 につい

ての概 要 をホテル関係者 に説明 した とい う。 しか し、バ イロン社が どの程度両国の

ホテルの協 力 を得 られ るだろ うか・ ここには、 なお、極 めて困難な問題が残 されて

いる。

また・『その1』 で指 摘 した ホ テ ル 客 室 の 絶 対 的 な数が問題 と され る
.し か も、

バ イ ロ ン社 と共 同 で本 大会 を準備す るホテルの場合
、大会名 な どに対す る使 用料 を

払 うこ とが義務づ け られる ことになる。 したが って、中小 ホテ ルな どにおける一括
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予 約 シス テ ム や韓 日同一 シス テ ムの整備 は大 きく制約 され ることになる。結局 これ

らの問題 は、両国組織委員会や開催都市 レベルの問題 とな り、その対応次 第によっ

ては、大 きな問題点 を露呈す る可能性 も十分ある。

3)ボ ラ ンテ ィアお よび警備体制

JAWOCは 本 大 会 の安 全 か つ 円滑 な運 営 を図 り・ もって大会の成功 に資 する こと

を目的 として、警備体制指針 をまとめた。特 に、JAWOCは 警備 責任 範 囲の 明確 化 ・

警 備実 施 要領の具体化 など、詳細 な警備 ガイ ドライン、警備実施計画、警備マ ニュ

アルを策定す る計 画だ とい う。そ して、 自冶体、 日本サ ッカー協 会な どの関係機関

お よび団体 とも緊密 に連携 し、大会警備 に関す る共通認識の醸成 と統 一的な大会警

備の実施 を図ろ うとしている15。

さ らに、JAWOCは 本大 会 の成 功 の た め に は、 多 くのボラ ンテ ィアによる大 会運

営への参加 が欠かせ ない と判断 し、広範 にわたって ボラ ンテ ィア を募集 している。

本大会 にお けるボランテ ィア活動 は、組織委員会本部お よび支部の事務局運営補助 、

ボラ ンテ ィア事務局の運営補助 、情報 ・通信分野 のサ ポー ト事務、大会関係者 用車

両の運行管理補助、関係者車両の運転 、空港 、駅での送迎補助 、通行許可証の発行

な どの宿泊 ・輸送事務 、ス タジアムでの観客誘導 、席案内、チ ケ ッ ト確認事務 、プ

レス.カ メ ラマ ン対 応 、 メデ ィア ・セ ンターの運営補助 な ど・非常 に広範囲 にわた

っている。

韓 日共に、オ リンピックや国際的 なスポーツ大会の経験 を蓄積 してお り、その都

度 ボラ ンテ ィアを積極 的に利用 した経験 もある。 したが って・ 自国内での ボランテ

ィア活動の調整や配置の心配 はそれほ ど大 き くないだろう。

しか し、問題 は警備体制な どの ように、二国間の協 力 と緊密 なコ ミュニケー ショ

ンが必要 な事項 に関 しては、 これ まで見て きたように、両国間の協 力はほ とん ど見

られ ない。例 えば、先 に述べ たホテル業務の場合 も、FIFAの 代 行 社 に よる強 制 的

な シス テ ム構築 の一一環であるだけで、両国間の組織 レベルでの調整 と協力 関係 はほ

とん ど見 られ ない とい うのが実態であ る。

皿 マ ー ケ テ ィ ング主 体 の役 割 とそ の対 応

1韓 日両 国 に よ る共催 とマー ケ テ ィングにお ける諸 問題

2002年 ワ ール ド ・カ ップを韓 日両 国が 共催す ることによ り・発生 しうる諸問題 は

すでに 『その1』 で 詳細 にわ た って考 察 した。特 に、マーケ ッ ト ・ターゲ ッ トとし
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て の 搬 観 客 か らす れ ば・ 同一 サ ー ビスを購 入す るの に、前回大会 を大 き く上回る

多額の支出 を求め られ ることをは じめ と して、撫 な問題が生 じるわ けである.し

たが って ・ ここで は ・共 催 が 一般観客 に及ぶ諸問題 をrそ の1』 で提 示 した内容 と

そ の以 降 の経 過 に即 して詳細 に検討す ることか ら始め たい
。

その第1は 、 相対 的 に 高 い支 出 で あ る。 本大会の場 合、先 に述べ たようにチケ ッ

ト価格 自体が前回の フラ ンス大会 より
、 はるか に高 く設定 されてい る.よ しん ば 、

価 格 上 昇 分 に 関 してFIFAの 主 張 をそ の ま ま受 け入 れ る と して も
、副次的 なサ_ビ

ス にかか る費 用 な い し支 出 縞 い ものになることは容易 に予想 されるところである
。

鯛 の場合・ 躰 より相対 的に物価水準が低い とはいえ
、本大会の場 合、第2ラ

ウ ン ド以 降 は(16チ ー ム)、 韓 国 と 日本 で 半 分 の チ ー ム(韓 日共 に4チ ー ム ず つ で

合計8チ 』 ム)が 両 国 を移動 す る こ とに な ってし・る
.そ の ため 澗 国 間の 移動 手 段

と して は・飛行機 ない し船 を利用せ ざる を得 ないが
、 この ことは一般 観客が ス タジ

アム間を移動す るの に、国内移動 に比較 した場合
、はるか に高い支出 を強いること

になるわけである・ しか も・その負担全てが その まま一般観客に転嫁 され ることに

なる。要する に、…般観客 には本来的なサー ビスだけで はな く
、副次 的 なサ ー ビス

において も・多面 に亘 る精神的 な不便や疲労 に加 え
、経済的 に も大きな出費 を強い

ることになっているのである。

この問題 に関 しては・本大会のマーケテ ィング主体 として、最高位 レベ ルにあ る

FIFAは ・ どの よ うな反 応 と対 策 を講 じているのか
.現 在 の とこ ろ、 これ らの観 客

無 視 の 決定 に対す る是正 ない し修 正 の動 きは ほ とん ど見 られな い
。 とい うの は、

FIFAは 本 大 会 の企 画 者 で はあ るが 、 そ の実行 とそれに必 要な詳細 な技術 的問題 は、
両国の組織委員会に一任 している形 をとっているか らである

。つ ま り、本大会にお

いて・本来的 なサー ビスを企画 したのはFIFAで あ るが
、そ の 実行 は 両国 の組 織委

員 会 に委 ね られてお り、 また、本来 的なサー ビスを遂行す るの に不可 欠な副次 的な

サー ビスは・ほ とん ど両国の組織委 員会の力量 と組織 力 にまつ こ ととな
っている。

したが って、本 大会進行 におけ る大 きな障害 とか問題 が生 じた場 合
、その責任 は

FIFAで は な く、 両国 の 組織 委 員 会 あ る いは開催都市 お よび政府関係者 に課せ られ

る ことは疑 う余地の ない ところである。二国共催 の問題 は競技 開催がニ カ国に また

が ることによ り・ これ まで一 力国 に委 ね られていた収入分は韓 日両国 に2分 され る

こ と にな り、 大 会進 行 についての実質的な責任お よび負担の重 さに対 して果 た して

バ ランスが取 れるのか といった反発 とか不満が出て くるのはやむ を得 な
い ことであ

る。
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_方 、 これ らの言綱 題 点 を是 正で きる方策 として、3-4戦 と決騰 以 外 の競 技

を完 全 に両 国 別 々に行 なう とい うイざ替案 もあ りえるこ とは前述 した勘 であるが ・

無論 、こうなる と、世界の関心 や注 目の分散お よび競技 自体 の醜 さが大 きく低 下

し、本来的 なサー ビスの質の低下 を招 来す る可能性 が高い・ どちらの方法が'一般 観

客 に よ 幅 い齪 を与 え るか は一概 には言 えない・ しか し・ ここで指才商してお きた

いのは、FIFA、 す な わ ち本 大会 の 企 画 者 で あ る最 高位 マー ケテ ィング主体 の考慮

次第では、一般 鰹 にコス トの負担 を弓蚕いることな く・あるいは刷 楓 こ抑 え られ

るとい うこ とであ る。上記の決定や2度 にわ た るチ ケ ッ ト販 売 の 延期 ・チ ケ ッ トの

イ ンター ネッ ト販売の様 々な不手際 な どを見て も、ワール ド・カップ とい う差別的

な商品 を提供 しているFIFAの 高 圧 白勺な態 度 と杜 撰 さ・ さ らには・マーケテ ィング

面 におけ る観客不在の姿勢 をうかがい知 ることがで きる。

第2に 、情 報 の 円満 な供給 お よび伝 達で ある。両国の開催都市、空港、 スタジア

ム、宿泊施設、そ して これ らの拠点 を連結 する交通手段の確保 など、物理 的な問題

は現在両国の経 済発展水準 や インフラ整備度 を見れば、大会 に向けてのr夫 と努 力

さ えあれ ば大 過 な く進 行 す ることがで きるだろ う。 しか し、問題 はこれ らの拠 点の

物理的 な整備度、充実度 に留 まらず 、それに加 えて、それぞれの拠 点、 さらには、

拠点 間に散在す る一般観客 にいかに迅速に情報 を提供 し、伝達す るかであ る。要す

るに、大会運営 にお ける ソフ ト的な側面の充実 と、ハー ド・ソフ ト両面 を有機的に

連結する システム的 な統合 と調整が重要な課題 となるわけである。

本大会の場合 、1ラ ウ ン ドまで は 、両 国 で別 々 に 自己完結 的に行われるので、こ

こまでの問題は単一開催 の場合 に生 じる問題 とほ とんど変 わ らない。 しか し・前述

したように、第2ラ ウ ン ドの た め には 、両 国 を合計8チ ームが 移動 す る こ とに な る。

しか もその場合 、前 回の大会で もそ うだったが 、…部 の強国チームを除いて・ほ と

ん どのチームが最終戦次第 によって第2ラ ウ ン ド進 出 が決 定 され る こ とになる。 し

たが って、第2ラ ウ ン ド進 出が 確 定 され 、 しか もその試合が国を移動 して行 なわれ

ることになるチームの観客 の場 合、改めて、現地でチケ ッ トをY.入 し、現 地 あ るい

は移動 してか ら宿 泊先 を決 めなければな らない ことになる。 また、例 えば、韓 国か

ら日本へ移動 しなければな らないチ ームの観客が、経済的 なことを最優先的 に考 え

るならば、自国チームの試合があ るぎ りぎりの 日まで、相対的 に安 い韓国に滞在す

るこ とになろ うし、 また、 日本 か ら韓 国に移動 するチ ームの場合 はその反対 のこ と

が起 こることも十分 に想定で きよう・
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この よ うに、飛 行機 の チ ケ ッテ ィングと宿泊だけ を見て も
、旅客輸送手段 や宿泊

施設が+分 に整 備 され て い るか どうか は もちろんのこ と、 これ らの情報 を麟 な時

に、迅速 かつ正確 に伝達で きるのかが、重要な課題 として浮 き彫 りに され ることな

る。 これ まで見て きたように・現在の ところ、両国共 に物理的 も しくはハー ド的 な

側面での協議 と進展 はかな り進展 している。 しか し、本大会に関 わるマーケテ ィン

グ主体 お よび関係機 関間における システム と しての統 合や調整 とい う側 面で は
、な

お多 くの問題 を残 し、ほ とんどの進展が見 られ ないのが現状 である
。

第3に 、 入国 ビザ(査 証)と 通 関 の 問題 で あ る。2000年 ユ ー ロ選 手 権 の場 合 にお

い て も 二国共催 であったが、本 大会 における韓 日とはその事情が大 き く異 なるこ と

は先 に述べた。無論・本 大会の ため に、 日本 において もチケ ッ トを持 っている入国

者 に関 しては特別の扱 いをす るな ど、 ビザ問題 を柔軟 に対処 しようとす る方針 を立

てている。

しか し・ ヨー ロッパ と比較す る場 合、韓 日両国間では、 なお、厳格 な入国お よび

通関 手続 きが存在す るため、その時間的 な効 率性 をいか に確保す るかが重要 な問題

として残 され るこ とになる・その一例 として、 まだ第2ラ ウ ン ドへ の進 出が確 定 さ

れ て い な い状態 で・韓国 もしくは 日本で ビザ を取得 しなければな らない必 要性が生

じた場合、当然 、その迅速 な対応が求め られ るところであるが
、これ らの対応 は一

国の対応 だけで は不可能であ り、韓 日両国の共同対応お よび組織 的な調整 と統 合が

不可欠 となる。 この場合の対応 は本 大会組織委員会 レベ ルを超 えて政府の協力 も欠

かせ ない。 もし、両国間の意見調整の遅延や 失敗 な どが生 じた場合
、 また、意見調

整が順調 に行 われ たと して も、厳格 に存在す る入国や通関業務の効率性 をいか に確

保するかが最大 の課題 となるこ とは明 らかである。

以Lの よう に・二 国 共 催 、特 に韓 国 と日本 とい う特殊 な事情 に よる問題 が
、マー

ケ ッ ト'タ ー ゲ ッ トで あ る… 般 観 客 に及 ぼす影響 の うち
、 もっとも重要である と思

われ る もの をい くつか提示 した。 しか し、 これ らの諸問題 は単 に物理 的に、あ るい

は一国 レベ ルで解決 され るべ きの もので はない。す なわ ち、 ソフ ト的な側面、ある

いは組識的 な側面が 重要である。 言い換 えれ ば、現 在ほ とん ど別々に動いている本

大会のマーケテ ィング主体が 、1つ の シス テ ム と して統 合 され 調整 される時
、これ

らの諸問題 に対す る解決の糸口が一層 鮮明 とな り、限 られた条件 下ではあるが、一

般観客 によ りよい本来的サ ー ビス と副次的なサー ビスが提供 で きるのである
。

特 に・サー ビス とい うのは、製品(財 貨)と は 違 って、 生 産 と消 費 が 同 時 に行 わ
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れ る とい う、 生 産 と消 費 の 同時 性 と、保管が不可能であ ることを主 な特徴 としてい

る。 したがって、本大 会 を通 じて観客 によ りよいサー ビスを提供す るためには・生

産が行 われ る現場 、お よび、本来的サー ビスを支援 す る副次的 なサー ビスが行 われ

る現場 で の対応 が極 め て重 要で あ る と言 える・ この こ とは・本 大 会 を企 画 した

FIFAの 役 割 と責任 以上 に、 現 場 を指 揮 し監督す る両 国組織委員会や開催都市、 さ

らに、その後方支援 を担 っている政府 な どの役割 と責任が一層重要だ とい うことを

示 している。 しか も、全体 が システム としての統合 されたサー ビスを提供す るため

には、マーケテ ィング主体 レベルでの協 力 と調整が大 きな課題 となるが・以下では

それぞれのマーケテ ィング ・レベ ルでの役割 と今後の対応策 を論 じることにす る・

2本 大会 にお ける組織 構 造

本大 会 の組織図で も分 かる ように(図1参 照)、FIFA傘 下 の"FIFA2002年 ワ ー

ル ド ・カ ップ組 織 委 員 会"が 、本 大 会運 営 に関す る最 高 位 の責任機関 となってい る。

その傘下 に韓 日両国が独立の組織委員会 を設立 してお り、 さらに開催都市準備委員

会が両 国組織委員会の傘下 に設 け られている。特 に、"FIFA2002年 ワ ー ル ド ・カ ッ

プ組織 委 員 会"に お け る組織 運 営 の 責任 は、CoordinationCommitteeに 一 任 され て

い るが 、そ れ は 、FIFA主 導 の 下 で 、両 国 が そ れ ぞ れ指 名 す る最大10人 の メ ンバ ー

に よ り構 成 され て い る16。 本 大 会 に 直 接 関 与 して い る 組 織 ラ イ ンは 、FIFA-

FIFA2002年 ワー ル ド ・カ ップ組 織 委 員会 一KOWOC・JAWOC一 開催 都 市(自 治体)

で あ り、 これ は、 『そ の1』 で提 示 したマ ー ケ テ ィング主体 の階層図17と ほ ぼ合 致 し

て い る。

た だ し、 『その1』 にお け るマ ー ケ テ ィン グ主体 の階層図では・ レベル2と して ・

KOWOCとJAWOCと の 合議 機 関 を想 定 したが 、本 大 会では・FIFA2002年 ワー ル

ド.カ ップ組織 委 員 会 の 傘 下 に置 か れ たCoordinationCommitteeが そ れ に相 当 す

る もの で あ る と言 え よう。つ まり、両 国組織委 員会の合議機関 を別 に設 けることな

く、大会運営の最高組織 に内在 し、意思決定の迅速 や円満 なコ ミュニケーシ ョンを

図っているわけである。 しか し、このこ とはFIFA自 体 の強 力 な影 響 力が 確保 され、

FIFA自 体 の意 志 の貫 徹 ・統 制 が 容 易 となっている と同時 に、執行機 関 と しての両

国組織委員会の主体性 が制約 されることになることも否定で きない。

組織的 には、両国の代表 がCoordinationCommitteeを 組 織 し、大 会 運 営 の責 任

を負 う形 をとってい るが、前述 した ように、実質的 には、この合議機 関はFIFAの

強 力 な主 導権 の下 に、韓 日両 国 の利害関係 をFIFAが 仲 裁 あ るい は調 整 す る場 とし
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て機 能 す る に留 まる こ とに なろ う。

さ らに、FIFA2002年 ワー ル ド ・カ ップ組 織 委 員 会 に は分科 会が設 け られ
、本大

会 を遂行す るのに必要 なチケ ッテ ィング、マ.___ケテ ィン グ、 ス タジア ム、 警備 、 ロ

ジステ ィックスな ど・それぞれ機能別委員会 を設置 してい る
。図1で は表 れ て い な

いが ・KOWOCお よびJAWOCに お い て も、宿 泊 、輸 送 、チ ケ ッテ ィグ、セキュ リ

テ ィ、競技、施設、広報 な ど、本大会のサー ビスを提供す るための各機能別 に組織

が編成 されている。

以上 、本大会 における組織 図 について概 説 したが、実際 には、二国共催 に固有す

る問題 に韓 日とい う特殊 な事情が加味 される ことによ り
、意思決定 の遅延 ない し錯

綜化が現段 階で様 々な形で表 れてい る。本 大会 におけるマー ケテ ィング主体 の多層

化 ・錯綜化 による意思決定の遅延 ・錯綜化 などの可能性 は 『その1』 で再 三 強 調 し

た ところ であ るが ・大会期 日が差 し迫 って きた現在、 ます ます切 実 さを加 えつつあ

る。 しか し、マーケテ ィング主体 における組織的 な諸問題 は
、組織体制の問題 と言

うよ りも・それを運営 し調整す るといった管理 的な問題の方が よ り大 きい と言 うこ

とがで きよう。

その端的 な例が 、前述 した 日本国内で販売 され るチケ ッ トにおける国名表記問題

であ り、 チ ケ ッ ト販売 の 延期 で あ る。特 に、 チ ケ ッ トにお け る国 名表 記 順 は 、

FIFAと 両 国組 織 委 員会 の調 整 で も失敗 し、その歪みが長引 く様子 まで を見せてい

る18。 も し、 こ うい った事 態 が 大 会進 行 中に起 こ り
、両国間の調整機 能が働 かない

場合 、その混 乱 と錯綜 の結果 はその まま一一般観客 が被 ることとなるだろ う
。 また、

両国国民 間に存在す る隔た りと熾 烈な誘致合戦が共催 とい う政治的 な決着 を生み出

したため・今回の大 会国名表記の ように、両国国民間の コンセ ンサ ンスを さらに難

しくしてお り、FIFAに よる調停 や仲 裁 も限界 を露呈 す る可能性 さえある
。

本大会 を成功裏 に開催 で きるか どうかは、海 を隔 て られている両国の物理的 な移

動の問題 とか・サー ビスの質的 な側面 な ど以 上に、マー ケテ ィング主体 の組織的 な

役割 に懸か ってい る とい って過言で はない。つ まり、マーケ テ ィング主体 として、

FIFAを は じめ 、 両 国 の組 織 委 員 会や 開催都市 レベル まで
、 いか に円滑かつ迅速 な

コ ミュニケー ションを確保 で きるか、 また、それ を前提 としての組織 的な統合 、調

整 を通 して、一一体感 を確保で きるか どうかが決め手 となる。 ところが、 こうい った

組織的 な統合 や調整 に関 しては、未 だに多 くの問題が未解決の まま放置 されてお り
、

期 日が迫 るに したが って、一層増幅 される傾 向 さえ見 られ る。時 には、両国が協力

す るよ りも対立す る方向に進 む様子 さえ もしば しば見 られている。 これ らの問題 に
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図1 FIFA-JAWOC-KOWOC関 係 図19
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つ い ての 的確 な解 決 は ま さに最 重要課題 と言うこ とがで き、このこ とに失敗する場

合、表面 的には、FIFAの 強力 な主 導 の ドに …応 の 解 決 を見る として も、実質的 に

は、長期 にわたって禍根 を残す結末 もまた1'分 に 予測 され る。 そ れ だ け に、 この問

題の解決 には慎重 を期 する必要がある。
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3マ ーケ テ ィン グ主 体別 役 割 と課題

1)レ ベル1で の役割 と課題 一一FIFA--

FIFAは ワー ル ド ・カ ップ とい う非 常 に差別的 な商品 を提供 してお り
、本大 会に

おいて も最高 の位置 に属す るマ ーケテ ィング主体 である
。 しか し一方で、本大会が

FIFAと 両 国 組織 委 員 会 との 政 治 的 妥協 の産物 とい う性格 が強 く
、 一般観客 をマ_

ケテ ィング.プ ロセ ス にお い て あ ま り考 慮 してい ない ことも指摘 で きる
。 また、 ワ

ー ル ド ・カ ップは放 送権 や公 式 スポ ンサ ーの 選定
、 ラ イセ ンサ ーの選 定権 な ど

FIFAに とっ て 大 きな収益 源 と して 活用 されている
、,

マ ー ケ テ ィング 主体 と してFIFAの 主 要役 割 は
、 ワ ール ド ・カ ップ とい う本来的

サ ー ビスを企 画す るこ とと、本来的なサ ー ビス を遂行す るために付 随す る副次 的な

サ ービスに関する{を 設 定 す る こ とで あ る
.特 に、副 次 的 なサ ー ビ スに関 す る基

準 というのは、本大会に限 られる ものではない。

ワール ド'カ ップ とい うサ ー ビス商 品 に付 随す るスケール
、世界的な関心 の高 さ、

そ して 大会 自体の グレー ドの高 さな どはい まさら
t:-a"うまで もない。 世 界 各国 は ワ_

ル ド ・カ ップ を 自国 イメー ジの 向 ヒや経済的波及効果の誘因につながる絶好の機会

と して捉 え ・積極 的 な誘致 活 動 を展 開 して し・るの が現 状 で あ る
.し た が っ て 、

FIFAは 当然 の ご と く・強 い 交 渉 力 を も とに開催 国 に対 して社会 インフラお よびサ

ー ビス体制 にいたるまで
・非常 に多方面 でわ たって細か く、かつ厳 しい条件 を求め

てい る。 この ことは・FIFAが ワー ル ド ・カ ップの 誘 致活 動 を している諸国 に対 し

て要求す る基本 要求(ListofRequirements)2(,を 見 て も レ分 に推 測 す る こ とが で き

る。

FIFAが 開催 国 に対 して 要求 して い る 基本要求事項 を見る と
、 ワール ド・カ ップ

開催 を援助 す るための政府 の保 証、出入国許 可(ビ ザ)瀾 税 お よび租 税 、安 全 の

保 障 、 銀行 お よび外 貨業務 、通信 、 メデ ィア、輸送 、ホテル価格 、ス タジアムなど

の鞘 施設 ・ ドー ピング コン ト・一ル。こ至 る まで
、実 に広範 にわたってV・る.韓

日両 国の 場 合 、 これ らの 基 本条 件が満た されているか、あ るいは解決で きるかにつ

いてのFIFAの 政 策 的 な判 断 に基 づ い て
、 本 大会の両国に よる共催が決定 されたわ

けである。

無論・FIFAは 両 国 にお け る大 会 妻隼備 状 況 に 関 して、 しば しば視察団 を派遣 し、

その準備状況 艦 督す る ことに よ り、 ワール ド ・カ ップ開1崔に 万全 を図 っ て い る。
しか し、L記 の要 求事 項 で も分 か る よ うに 、その焦点が観客 のための基準ではな く、

大会運営、す なわ ち本来的なサ ー ビスのための基準 である。 したがって当然 、…般
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観 客 が 本 来 的 なサ ー ビス を享 受 す るため に、必要 とされる副次 的なサー ビスに関 し

て は、韓 日両 国の責任 と役割 とされ る。

冒頭で も述べ たように、本大会 を開催す るの に必要 な社 会 インフラお よびサー ビ

ス体制 に関 しては、 ワール ド ・カ ップを通 じて蓄積 されて きたFIFAの 経 験 や 国際

的 なス ポ ー ツ イベ ン トなどを通 じて蓄積 されて きた韓 日両国の経験 な どによ り、大

きな問題 はないだろ う。 しか し、本大会のマーケテ ィング主体 としてのFIFA役 割

と課 題 は、 上記 で 指摘 した問 題 以外 に関 しては、大 きな問題 と混乱 を招 いてい ると

いえる。例 えば、チケ ッ ト販売の延期 、チケ ッ トにおける国名表記問題 など、最高

の意思決定機関 としての リー ダー シップにかな りの問題 を露呈 している。 また これ

らの問題は、一一般観客 に直接 に影響 し、混乱 と錯綜 を招 きかねない。

前述 した ように、FIFAの 対 応 次 第 に よ って は 、3-4戦 や決 勝 戦 以外 の競 技 を

両 国で 別 々 に行 なうことによ り、一般観客 の経済的支 出や混乱 を避け られる余地 も

十分 あった。 しか し、FIFAは 一般 観 客 に対 す る副次 的 な サ ー ビスよ り、本来的な

サ_ビ ス に お け る 質 と興 味 の 誘 発 を最 優 先 課題 と して追 及 した。 したが って ・

FIFAが 大 会 日程 や競 技 配 分 な どに関す る計画 を見直 さない限 りにおいて、一般観

客 に対す る副次 的なサー ビスについての責任 はほ とんど韓 日両 国に委ね られこ とと

なった。 これ を逆 に言 えば、副次的 なサー ビスに対 して、FIFAの 責 任 、役 割 が 相

対 的 に低 減 され る こ とになる。

本 大会 まで後1年 あ ま りの 時 間が残 され てい る。FIFAが 様 々 な制 約 要 因 を内在

す る韓 日両 国での共 同開催 を円滑 に遂行 し、かつ、…般観客 に より高 い満足 を与 え

るため に求 め られている課題は極めて大 きい。 しか し、前述 した ように、副次 的な

サー ビスに対す るFIFAの 役 割 は非 常 に制 約 され て お り、 その主要役割 と課題 は、

物理 的な問題 もさる ことなが ら、多層化 しているマ ーケテ ィング主体の有機的 な統

合 、調整 をいか に果 たすか にある。そのためには、 まず・韓 日両国で別 々に行 なわ

れ る副次 的なサー ビスの うち、両 国の共同的 な対 応や協調 が必要 な項 目について、

傘下のFIFA2002年 ワー ル ド ・カ ップ組織 委 員会 を通 じて緊密 な調整 と統合の役割

を果 たす必要がある。例 えば、両国 間における飛行機の増便 や入国や通関問題 、そ

してチケ ッ ト販売 の延期 な どに関 して、FIFAが 調 整 と仲 裁 の 役割 を演 じる こ とに

よ り、一般観客 によ り望 ましいサー ビスを提供す ることが期待で きる。

次 には、両国間の利害関係 の調整 ・仲裁 と意思決定の迅速 さであ る。そ もそ も本

大 会にお ける二国共催 自体 は、FIFA組 識 内 部 にお け る利 害 関係 の存 在 、それ を本

大 会の誘致活動 に利用 した韓 日両 国組織委員会の政治的 な妥協 の産物で あ り、それ
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に よ り派生 した決 定 と言 うこ とが で きる
.共 催 の経 緯 は と もか く洪 催 が決 定 され

てか らも両国間 には・組織 的な協力関係 が形成 されている とい うよ り
、競 争 とライ

バル関係が クローズァ ップ され
・それ力書直 ちに両 国の国民感情 を刺激する形 で表れ

て くる場合 も しば しばであ る。その典型的 な例が
、前述 した 日本国内販売用のチケ

ッ トにおける国名表記川頁をめ ぐる対立 と錯綜である
.こ う した事 態 が し1ましば発 生

し・深 刻 さ を増 して い 暢 合・両国間の情報 や コ ミュニケー シ ョンにおける歪みや

歪 曲が多 くな り・本大 会の円滑 雑 行 。こ阻害 要因 と して働 く可能性 も+分 にあ る
。

しか し・ この よ うな事 態 に関す るFIFAの 相 の 決 定 で も分 か る よ うに
、極 めて政

治的 な妥協案 を提 示す るこ とに よ り、根本 的な問題解決が後肌 にされて1る .こ
れ らの問 題 が 一般 観 客 に混 乱 と錯綜 を与 えるような ことはあ

ってはな らない ことで

あ り・場合 によっては・FIFAが 積 極 的 に臓 と調 整 役 を演 じ
、迅 速 臆 思1綻 を

図 る こ と も必 要 に なろ う。

しか し・両国間の対立 ・競合が生 じた場合
、FIFAが 意 見纏 の役 割 を選 ぶ よ り

も・そ れ に乗 じて泊 らの交渉力強化 を謀 る ことも+分 にあ り得 るこ とで あ る
.そ

の 好例 が 非 課 税 をめ ぐる韓 日両 国の対応 の違 いに対す るFIFAの 巧 み な利 用 で あ

る・FIFAは ワー ル ド ・カ ップの 収益1こ伴 う所 得税 や財 貨移 転 で発 生 す るイ寸加価値

税、関税 な どの免税 を要求 した。韓国は1997年 に 「2002年 ワ ール ド ・カ ップ.サ ッ

カー大 会支援 法」 を制 定 し、非課税措置 に関 しては、FIFAの 要 求 をほ とん どク リ

ア ー したが 、 日本の場合、租税制度の相違 や政府当局の意見調整の遅延があ り
、結

局・ この問題 をめ ぐって・FIFAは 両 国 女寸応 の違 い を巧 み に利 用 し
、 躰 偵1の譲 歩

をか ち取 り泊 らの 意思 を貫徹 する結果 とな ってい る
.ま た 、 その た めの 圧 力 の_

手段 と して・ チ ケ ッ ト販 売 の延 期 な どの市u裁措 置 が講 じられ た とい う話 もある
。 レ、

ずれ に して も洪 催 による利害関係 の不 一致が ある場合
、FIFAが 自 らの 利益 を犠

牲 に して ・両 国へ の配慮 を優先 するこ とを期待す ること自体
、あ り得 ない ことなの

か も知れない・FIFAは そ れ ら を回避 す るた め のeiifの 手段 を確 保 して お り
、 軸

両 国 と して は・その手段 を行使 されないよう、協調体制の万全 を図る しかない とい

うことであろ う。

2)レ ベル2で の役割 と課題 一FIFA2002年 ワール ド ・カ ップ組織委 員会 _

本 大 会 のi・pと 運 営 にお け る実 質 的 撮 高 の 意思決定機関であるに 国 による合

議機関の存在 こそが本大会の繊 的な特徴 の1つ であ り
、 マ ー ケ テ ィン グ主 体 にお

け る意思決定の多層化 ・錯綜化 につ なが る制約要因で もあ る
。 しか し、本大会にお

301



国際経営フォーラムNo.12

け る繊 図 で も見 た よ うに、 韓 日両 国1こよるp機 関(C・ ・rdinati・nC・mmittee)

は"FIFA2002年 ワー ル ド ・カ ップ組 織 委 員 会"の 内 部 に配 置 され る こ とに な り、

主 要な意思決定はFIFA主 導 に よって な され る こ とに な り、FIFAに よる強 制 的 な

仲 裁 や纏 を仰 ぐこ と とな らざる を孝昇ない組徽 椴 なっている・そ こで1ま・ 臓

両 国 の意 見 、意 思 は浸 透 し得 ない仕組み となってい ることに注 目され たい。 したが

って、実質的には、韓 日両国の意見調 整、意見の代弁機関 ない し仲裁 の性格が強い。

FIFAと 韓 日両 国 の組 織 委 員 会 に よる調 整機能、特 に韓 日両国の意 見や利害関係 の

調整 といった繍 的な特徴が 、本大 会。こお ける意思決定 お よび観客のサー ビ刃 こ及

ぼす影響 は何 なのか。 そ してその実態 は何 なのか。その面 に焦点 を当てた分析が本

大会におけるこのマーケテ ィング主体の役割 を解明す る一つの重要な鍵 となる。

まず、意思決定 の遅延の問題である。一国開催であれば、マーケテ ィング主体 に

おける垂直お よび水平 的なコ ミュニケー シ ョンの確保 や、情報伝達の流 れを円滑 に

コ ン トロ_ル す る こ とが で きる ため 、迅 速 な意思決定 を行 ない易い。 しか し・二国

共催 によ り、両国組織委員会 レベ ルでの意 見の調 整 と合意が必要 とな り・両国間の

纏 が うま くいか な)蝪 合 に は、 さ らに 、FIFAに よる仲 裁 と嚇ll介 入 とな る・ し

たが って 、迅 速 な意思、決定 を損 ないが ちであ る。

本大会 における意思決定の遅延 ため、一般観客 が直接 に深刻 な被害 を被 ることは

これ までは表面化す ることはなか った。あ えて取 り一ヒげれば・ 日本 との調整の問題

があ り、チ ケ ッ ト販売が延期 されたこと、イ ンターネ ッ ト販売の延期 によ り、一部

に混乱が見 られ たこ と、直接代理店への質問が集中 したこ と・郵便 による申込 用紙

が不足 したこ とな どが列挙 で きる。なお、本大 会まで1年 以 一ヒの 時 間が あ り・ 現在

は準 備 段階 にあるため、一般 観客 に深刻 な混乱 とか迷惑が及ぶこ とは避 けられたが・

こういった事態が大会直前 あるいは大会途中で起 こった場 合、一般観客が被 る混乱、

迷惑は計 り知れない ものがある。

次 に利害 関係の調 整 におけ る歪みである。 一国開催 の場 合、マーケテ ィング主体

問の利害関係 の調整は、主 にFIFAと 一一一国 の組 織 委 員 会 との レベ ルで終 わる・ した

が って、FIFAと 開催 国 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョンお よび調 整が容易であ るため・情

報伝達 にお ける歪みはそれ ほ と・大 きくない.し か し・二咽 共催 の船 ・FIFAと 両

国 組織 委 員 会 にお け る利 害 調整 が先行す ることになる。FIFAと 両 国 間 の利 害 調整

のい か ん に よっては、 自国内での支持 と協力の得 に くい状況が生 じる可能性 も十分

ある。 しか も、本大会の場合 、韓 日間の熾烈 な誘致合戦 の しこ りや20世 紀 前半 の歴

史 的 な 関係 も重 な り、FIFAと 両 国 組織 委 員 会 との 意見調 整面 は当然の こ と・情報
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伝達面においても歪みが生 じ易い状況にある
。

例えば灘 国サイ ドでは・本大会における決轍 を躰 に譲
ったことに女寸して、

KOWOCの 交渉力に疑問を投げる声が多かった
.ま た躰 においては、JAWOCが

開鯖 肺 に負担金のaを 要請することに対 して瀾 儲 肺(自 治体)カi反 発す
る様

子 も伝えられている21・本稿の研究目白勺を超 えるため
、軟 会をめ ぐる収支の問

題は省略するがに 醐 催により開儲 肺 が赤字 となる可能性 まで1孚上して
いる状

況を考慮すれば・地方 自治体がほとんどの負担 を強いられることになる日本
の場合、

JAWOCの 要請に反発が出て くるの も納得がい く
。

第3に 請 報罐 における問題である.こ れ騨 に咽 離 により、繍 の意思
決定 ラインが長 くなることか らくる問題だけではな く泊 国内あるいは多国間 と

の骸
伝達における歪みが生 じ易いことからくる問題で

、そこでは、轄 な協力関係

やコミュニケーション確保が重要となる
。

以上の姻 離 が本大会の組識 レベ1レで生 じてくる諸問題を概説 した
.こ ういっ

た意思瀧 問題 における障害を取 り除 くことが
、FIFA2・ ・2年ワール ド.カ ップ組

綴 員会・特に・蜘 醐 による舗 機関(C・ ・rdinati・nC。mmitt
ee)の 聾 な課

題 となる・ また滅 りの時間鮪 効に活用 し
、観客に鵬 の那 ビスを提供するた

めにも・本大会における合議機関の責務が極めて大きいといえる
。

こういっ燗 題を解決するためには
、FIFAを は じめ とし、両国綴 類 会お よ

び開儲 肺 を含むシステムとしての船 と調整が求め られる
。特に、この レベルに

おいては・マーケテ ィング主体の多馴 ヒ・錯綜化 とい
った 一:国共催。こ固有の諸問題

を解決すべ き・討論脇 議の場 として一層の整備
、強化が求められる.し か しe

段階においては・この役割に関する期待 と実態の間には程遠い感力{ある
。特 に`..般

観客に直接 に糖 する副次的なサービスに関 しては
、鯛 と躰 が個々別々の孤

立 した次元で対応 しているのが実情であ り
、多 くの限界が散見 されている。

3)レ ベル3で の役割と課題一一Kawac・JAWOC 一

史上初の羅 を成膿 に離 するため}こ、潜 簸 な役割を担 っているのが両国

組識委員会である・というのは・マーケティング主体間における垂直的な関係力、ら

すれば・FIFAと 自国開儲 肺(自 治体)と の利害関係の
alp」 たさなければな

らないだけではな く・水平的には番目手国繊 委員会 との利害関係の調整
1プ潤 係を構

築 しなければならないからである。

特に・両国繊 委員会は本大会にお1ナる本来的サービスおよび副次的なサービス
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を実施 し濫 督 す る立 場 にあ り、FIFA、 自治 体 ・両 国 政 府 との協 力 と欄 を引 き

出 さなければな らない とい う点で 、本大会の成功 の鍵 を握 ってい るとい って過言で

はない.し か し、本 大 会 に 固有 の マ ー ケテ ィング主体 の多層化 と・両国間の水平 白勺

な調整の問題が、意思決定 における混舌Lと錯 綜 を もた ら して い る・ また・本来協 力

関係 を纏 しなければな らない両国の/1J｠委 員 会 が しば しば対 立 す る%K子 を見 せ ・

本 大 会 にお け る協 力 関係 の歪みが憂慮 されるところである。

端的 な例 が、本大会の国名表記ll頂に対 す る両 国 の対 立 で あ るが ・ この問題 は湘

織類 会 レベ ルを超 え、両国の国民や論 など も加 わることによ り国民鯖 まで束1

激 す る まで に発 展 した.特 に、 この問題 は決 勝 戦 を 日本 にp代 わ りに・国 名表 言己

にお い て韓 国 を先 に表記す るとい った裏話 もあ り・一層の混乱 と錯綜 を見せている。

しか し、両 国繍 委員会 は未だ にこの問題 に関す る協議 を拒 み・対立関係カミー層深

化す る様子 を見せ てい るだけで はな く、その余波が他 の瓢 に関す る騰1こ まで影

響 す るの で は ない か と懸念 され る。こうい った両国ll委 員 会で の感 情 的 な歪 み は ・

献 会 イ メー ジは もちろん瀾 催都市(自 治体)レ ベ ルで の協 力 関係 に まで 障 害 を

もたら しかね ない。

現在の ところ、JAWOCが 躰 国内 にお い て国 名 を表 記 しない形 で・事態 を収拾

しようとしているが、 これ をKOWOCが 撒!1に 反 発 し・今 後 の決 着 が注 目 される・

しか し、 こういったささいなことにプライ ドをか けて対立 し・時 間を無馴 こする よ

り、他 に もなすべ きこ とが多いので1まなか ろ うか・ と もか く・両 国繊 頚 会がい

ち早 く信頼関係 を回復 し、かつ両国間の コ ミュニケー シ ョンを確保す るこ とに より・

マ_ケ テ ィ ング主 体 問 の架 橋 的 な役 割 を果たす ことが何 よ り重要 な課題 である と言

える0

次 は連結 の不 足 で あ る.韓 日A≫｠委 員 会 。まそ れぞ れ 自国 レベ ルで はリー ダー白勺な

立場で本大会の準備 に臨 んでいる.躰 白勺に両 国 間の 緻 の問題 ・ 国 内での交通手

段 の確保問題 、 ビザ協定 、現地での情報提供、 スタジアムお よび大会期 間中の安全

確保 、プ レスセ ンターの提供 な ど、ほ とん ど領域 にわたってい る・ しか し・これ ら

の問題は 自国 レベルの範囲 を超 えて、両国に またがる場合が多 く、一般観客が両国

間 を鋤 しなが らF5/t.,.r.する本 大 会 の場 合 、.G,...の問題 は摺 鞍 とな って い る・ と

ころが 、今 まで の ところ、両国が 自主的 にこういった問題 に対応す る とい うよ り・

FIFAレ ベ ルで の要 求 や要 請 に したが う形で行 われ るとい うのが一般 的であった。

本稿の冒頭で も述べ たように、本大 会にお。ナる諸問題のほ とんどは共 同離1こ 起

因す る もの で あ り、 そ れ は どちらか一国 レベルでの解1央で 済 む もので は な く・両 国
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に またが って の次 元 で の解 決 を要 求する ものである
。要す るに、マーケテ ィング主

体 間の連結 とその効率 的な運営 が問われ るが、連結 と効率 的な運営の主体者 は他 な

らない両 国組織委員会であ る。多様 な課題 の克服 を突 きつ け られている両国マーケ

テ ィング主体 の間を的確 に連結す ることに より
、垂直的 ・水 平的な コ ミュニケ_シ

ョンは もちろ ん・実 行 力 にお い て も一層の効率性 を引 き出す必 要が ある
。

4)レ ベ ル4で の役割 と課題 一開催 都市(自 治体)一

本 大 会 を末端 か ら支 え 、,...身 近 な とこ ろで 、観 客 にサ ー ビス を提供 するマーケ

テ ィング主体であ る。現在果た している主な役割 はス タジアムの建設
、宿泊設備 の

提 供、現地での交通 ア クセス、治安確保 、観光 イベ ン トの提 供 など、本大会の本来

的サー ビス と副次的なサ ービスが実質的に行 われる レベルであ る
。

特 に同 レベ ルでは・観客 に提供す るサー ビス(支 出)と 開催 都 市 ない し広域 自治

体 の 見返 り(収 益)と の バ ラ ンスが 重 要 な問 題 となる。 とい うのは、前大会 まで と

は違 って・開催都市が両国合 わせて20ケ 所 とな るた め 、個 別 開催 都 市 当 た り競技数

が フラ ンス大会の半分 となるが、本大 会のために、多 くの開催都市がス タジアム建

設 な どに多額の財 政投資 を行 っているか らである。特 に、政府が本大会 開催 にあた

って財政面 を含めて全面的に支援 している韓国 とは違 って
、 自治体 レベ ルでほ とん

どの財政的対応 を強い られてい る日本の場合、開催の収支決算 の赤字が懸念 され る

中で・ どの程度の協力 と協調 を得 られ るのか、 この こ とは今後の大 きな課題 と して

残 される。

しか も、前述 した ように、FIFAが 本 大 会 の公 式 ス ポ ンサ ー を手厚 く保護す るた

めに、大会名称や ロゴな どの知的財産の使用 を厳 しく制限 してい るため
、開催都 市

が積極 的に大会 ムー ド作 りを した り、本大会 を観光振興機会へつ なげてい くのに大

きな制約要因 となっている。 また、JAWOCが 開催 都 市 に負 担 金増 額 を要請 したこ

とに対 して・開催都市が反発 した ことも、本大 会の先行 きにおける不 透明性 を端的

に示 した好例 である。

もう1つ の例 は 、本 大 会 を支 援 す るた め、2001年2月 か ら全 国 の 自治体 が 売 り出

す 「グ リー ンジャンボ宝 くじ」 において、 ワール ド ・カ ップの名称や ロゴ ・マー ク

が使 えない ということである。 これはワール ド ・カップの名称や ロゴ ・マー クの使

用料 がかか るこ とか ら、 自治体が その使 用 を断念 したか らであ る22。 名称 、 ロ ゴ ・

マ ー クを利用 で きない といった問題 をめ ぐって
、宝 くじ収 入の どの部分 まで支援 に

回すべ きか といった余計 な議論 まで を引 き出す ことさえあ り得 ることである
。
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これ らは 、本 大 会の マ ー ケ テ ィ ング主体 間における利害関係不一致、 コ ミュニ ケ

_シ ョン不 足 か ら起 因す る もの で あ り、特 に、両国組織委員会 と開催都市 との対立

が浮 き彫 りにされ るところであ る。 こうした対立 と利害関係の不一致の しわ寄せ は

間違いな く一般観客 に及ぶ とい うことであ る。

特 に、一般観客が直接的 に影響 される宿泊施設や交通対策 などの インフラ整備は、

開催都市が両 国組識委 員会 との連携の もとで、緻密 な計画 と実施が要請 され るとこ

ろである。例 えば、両国 自治体 に本大会の準備状況 に関す るアンケー ト調査 を実施

した ところ、宿泊施設確保 などの場 合、韓国 自治体 はほとん どが順調 だと答 えてい

る。 しか し、 日本の場 合、韓国 とは対 照的に遅れている とい う答 えが ほ とん どだっ

た という23。

韓 国 の場 合 、前 述 した よ うに、 政府が国家の威信 をかけて本大 会を推進 してい る

こともあ り、政府 ・KOWOC・ 自治体 ・韓 国 観 光公 社 な どが 、 トップ ダウ ンの協力

態勢 を整 えている。 これに反 して 日本の場合 、本大会で政府が全面的 に指揮 してい

るとは言 い難 く、JAWOCと 自治体 が リー ダー シ ップ を とっ てい る形 であ る。 した

が って、本大会 に向けて、韓 国は自治体お よび韓国観光公社の協力 で、ホテル新築

や客室確保 に臨んでいるが、 日本 は、FIFA指 定 のバ イロ ン社 の高 圧 的 な姿 勢 に対

して 日本ホテル協 会が反発す るなど、 自治体 レベルでの仲裁 や準備の限界を露呈 し

て い る。 この よ うな傾 向 は副次 的 サ ー ビスの実 質 的提 供 者 と して、 自治体 の

JAWOC不 信 に輪 をか け る こ とにな り、 これが また・一般観客 に跳ね返 るとい う悪

循環 につなが ることも十分 に考 えられ ることである。

FIFAと 両 国 組織 委員 会 の決定 に大 き く左右 されなが ら、本大 会の準備 に臨 まざ

るを得 ないのが、両国開催都市 ない し自治体 である。 しか し、本大会 を地域経済活

性化 と結 び付 け ようとしている 自治体 と、本大 会におけ る組織委員会の政策や指針

が大 きくかけ離れ る結果 となっている場合 も多 く、 上下の利害関係 の調整や コ ミュ

ニケー ション不足が深刻 な様相 を示 し始めていることも散見 される。前述 したよう

に、 自治体 レベ ルでは、自国組織委員会の対FIFA交 渉力 に不 満 と不 信 を抱 いて い

る もの も多 く、マーケテ ィング主体間の歪みが憂慮 され ると同時 に・一般顧客への

しわ寄せが危惧 される。

特 に、オ リンピックな どの国際大会 において、政府 が強権発動的 に行政力 を行使

している韓 国 とは違 って、 日本 は、 ほ とん どすべ て を大会組織 委員会や 開催都市

(な い し自治体)に 委 ね て きた と う経 緯 もあ る。 この背景 は本大 会の準備状況 にお

ける較差 として両国間で浮 き彫 りに されてお り、特 に、 日本 の場合・関係諸機関 と
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の垂 直 、水 平 の調 整 問題 が数 多 く残 されてお り、 しか も、大会開催 の 日程 が切迫す

ればす るほ ど問題が増幅 されることは明 らかである。 また、地域経済の活性化 と一

般観客へ のサ ー ビスをいかに連結 させ るか、そ してこれ に伴 う利害関係 をいか に調

整するのかが、 大きな課題 であ り、両国組織委員会の リー ダーシ ップが問 われ ると

ころで もあ る。

開催都市(自 治 体)に お け る もう1つ の 課題 が 、両 国 開催 都 市 間の ネ ッ トワーク

関係 を構築 す るこ とである。両国開催都市 間のネ ッ トワー ク関係 を構 築す るこ とに

より、共催 に伴 う諸問題 を最少化 し、一般観客 によ りよいサ ー ビスを提供で きる と

考 え られる・例 えば・自国チームの観戦 のため に、観客が韓 日間 を移動す る場合 な

ど・ 自治体 間での円満 な意思疎通のチ ャネル を確保 してお くことによ り
、観客が競

技 チケ ッ トを確保 した り、航空券お よび 日本での宿泊施設 を確 保 した りす るの に
、

的確 なサ ー ビスの提供 が期待 されるこ とになる。

自治体 レベルでは、すで に姉妹都 市づ くりなどの形 で、相互交流 ・協 力関係の構

築が試み られている。例 えば、埼玉県 は韓国 ソウル との協 力関係 を緊密 化 し、今年

下半期 にソウル市 と埼玉県の青少年サ ッカー大会 を実現 するな ど、 ワール ド.カ ッ

プ後 も交 流 を持 続 して い い く方針 を打 ち出 してい る24。 この よ う な事 例 は他 に も見

られ てお り、今後 も増加す るはずである。

N新 しい 協 力 関 係 を求 め て 一 む す び に か え っ て 一

『その1』 に対 し、 『そ の2』 と して位 置 づ け られ る本 稿 を通 して、2002年 ワー

ル ド'カ ッ プ の 共 催 に よ る諸 問 題 とそ れへ の対応 を考察 して きた
。特 に、本 稿

(『その1』 を も含 めて)で は、 共催 とい う特 殊 な形 で 開催 される本 大会が、サ_ビ

ス需 要 者 で あ る…般 観 客 に いか なる影響 もた らす かを考 察 し
、その解決策 を探 るこ

とによ り・一一般観客 に よりよいサ ー ビスを提供す るこ とを主 な狙い と した
。そ こで

は・本 大会 をサー ビス ・マーケテ ィングとい う観点か ら分析 し、国際的 なス ポー ツ

大会 のマーケテ ィングにおいて、 しば しば見落 とさる顧客志 向の欠如 を指摘す るこ

とに焦点 を合 わせ ている。

本大会の場合、単 なる国際的なスポーツ大 会以上の意味が ある。 日本側が犯 した

植民 地政策の過 ちを契機 として、両国の間には、国民 的感情 をも含めて永年 にわた

る対 立関係が醸成 されて きたが、本大会の韓 日共催 はこの錯綜 した関係 にあ った両

国が新 しい関係 を構築 す るための画期的 な試み と して位置づ け られる。だか らこそ、

本大会開催 自体 を成功裏 に進め るこ とは当然 の ことであるが 、大会準備過程で は、
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政 府 レベ ル 、民 間 レベ ル、 さ らに は、政府 ・民 間 レベ ルを包摂す る多様な レベ ルで

の協力 ・協調体制の確立 を不可欠 としてお り、そ こで習得 される経験 、ノウハ ウは

今後 の韓 日両 国間の多層的 レベ ルでの交流 と友好関係 の確立 につ なげ る試金石 とな

り得 る ものである。

再度強調 してお くが 、2002年 ワー ル ド ・カ ップは韓 国 だ けの もので もな く、 日本

だけの もので もない。 それはサ ッカー とい うスポーツを共有す る全世界の もので も

ある。したが って、どち らか一国の失敗 は他の0国 の成 功 につ なが る もの で は な く・

連帯責任の下 に両国の失敗 につ なが る ものである。つ ま り、両国 ともに成功 した時

こそ、初めて世界か ら成功 的な ワール ド ・カップだった と評価 される ことにな り、

一国の失敗が共に失敗 につ ながる ことを忘れてはな らない。

残 り僅 か1年 あ ま りの時 間 で あ るが 、本 稿 で指摘 した諸 問題 を考慮 しつつ、残 さ

れた時 間を有効 に活用 し、本大会 を成功裏 に開催す ることにベス トを尽 くす必 要が

あ る。 しか し、「言 うは易 し、行 な うは難 し」 である。 国名表記順問題 に端 的 に示

され るように、 ち ょっ としたボ タンの掛 け違い、歯車の食違い によって、対立、抗

争 につなが るのが実態である。両国の間には、なお対立の火種 は山積み されてお り、

また、 どこに飛 び火 して もおか しくない状態 にある。現在、両国組織委員会、両 国

政府 とも、 きわめて冷静 な判断の下 に行動 してお り、重大 な事態 には立 ち至 ってい

ないが、一層深刻 な問題 は国民 レベ ルでの感情的 な対立 である。FTFAが これ らの

問 題 の対 応 に きわめ て鈍 感かつ杜撰 である以上 、両国組織委 員会 に求め られる責任・

役割 はきわめて重大 であ り、国民感情 を納得 させ るだけの主体性 と対応が要求 され

ていることを銘記すべ きであ る。国民的感情 は しっか りと尾 を引 くだけに、杜撰 な

対応 は許 されない ことを両国組織委 員会 は肝 に銘 じてお く必要がある。

なお、本稿 の分析の フレーム ・ワー クが今後 スポー ツ大会や様 々なイベ ン トにお

けるマーケテ ィング手法の1つ と して活 用 され れ ば、 筆 者 と して もこれ に勝 る喜び

はない。サー ビス ・マーケテ ィングの手法 はデ ィズニー ラン ドなどにおいて極 めて

精緻 な形で展 開 されているが、今回の考察 で特 に留意 したのは、スポーツ大会の場

合、「競技 を見せ ること」以前 の問題 と して、「競技 を行 な うこと」が最重要視 され

てお り、それだけに、一般観客へのサ ー ビス問題が なお ざ りにされることになると

い うことで あった。 それだけに、本稿 はサ ービス ・マ ーケテ ィングに新 しい切 り口

を提供 した もの と自負 している。
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